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一

日

間

出

品

川

凶
器
μ一
軒

訟

法

間

四

併

の

h
t
z
y一の
ほ

山

一

∞

∞

∞

叩

阿

部

抑

制

訓

告

担

は

紘

一

J

問

ド

ロ

一

肝

詰

刊

誌

♂

一

印

刷

川

町

M
u
r開
閉
山
さ
れ
一
糾
し
て
、
道
路
の
器
事
業
は
更
に
[

jhmhg古川
日

間

川

崎

目

立

側

持

μ日
語

刊

誌

と

寺

山

川

県

沼

へ

出

す

べ

き

状

態

が

、

一

偶

有

し

て

7
Aて
本
年
度
か
ら
率
的
な
日
良
一
翌
日
間
引
け
れ

i
f一

二

式

の

Z
T、
一
日

ιの優
秀
な
水
中
モ
ー
タ
リ
ポ
業
の
完
成
に
よ
り
、
当
町
農
業
振
興
は
一
巳
川
崎
郡
山

ι一日
目

日

目

配

仁

川

抗

日

前

打

一

局

私

同

時

引

い

刊

誌

特

別

間

十

枯

れ

幻

川

町

江

川
厳
粛
な
地
震
に
全
一
ン
プ
十
↑
一
一
馬
吋
装
備
し
寸
先
、
大
き
な
飛
躍
企
み
る
わ
け
マ
あ
る
。
一
土
攻
巾
僅
か
一
聞
で
や
一
交
通
の
緩
和
高
る
こ
と
は
、
将
に
熊
一
郎
は
維
の
も
の
で
も
な
く
1

私
遠
γ

」
れ
一
君
臨
し
て
は
、
会
商
的
な
御
支
践
と
一

iの
無
事
完
成
を
一

0
2
ご
了
た
、
持
l

i

l

i

l

i

-

-

三

田

っ

と

オ

ー

ト

一

一

一

世

田

空

席

さ

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

べ

7
利
用
す
る
背
全
本

DEic--F713二
議
し
て
一

一
一
一
沼
恒
例
品
川
正
出
品
問
中
日
山
一
肺
訴
岡
山
百
円
四
日
一
古
一
の
崎
明
川
崎
↑
一
あ
り
げ
は
内
は
サ
『
い
h
l

一

一

目

μ
H寸
ら

L
U
r
-
、

d
L
L
j
こ

と

に

妥

ソ

べ

き

こ

と

で

す

。

一

十

久

日

劇

人

仰
d

l

f

一

i
f
ι
U封
建
国
司
荊
言
明
品
川
ど
一

一

一

一

山

一

一

一

目

指

日

開

山

品

川

日

間

監

い

け

引

一

一

一

日

間

ツ

制

限

郎

副

引

古

川

市

川

即

日

間

一

一

d
i
z
-
-フル
改
良
区
と
し
て
指
定
す
る
れ
ら
結
成
し
ぎ
し
た
0

り

-li--ょ
4

1

1

1

1

1

7、
?

液

な

ど

で

会

;

一

2m抗日
目

一

円

四

日

日

記

闘

訓

一

は

も

こ

の

会

は

1
4
1
1がこ
れ

H

u

u

f

六
月
十
六
斗
例
町
議
会
に
於
一
嘉
一
一
凶
作
物
に
与
え
る
豊
島

L
問

、

の

通

り

で

あ

る

。

一

心

け

し

た

役

職

員

、

全

組

合

員

の

大

帰

京

制

「

?Tべ
一

一

知

;

に

し

て

い

ま

し

制

。

riLKO防
止

条

例

が

可

一

十

七

十

刊

誌

吋

引

明

け

蜘

w
…

M
U部

L
刊

刊

誌

身
J
な
努
日
の
目
で
あ
ろ
れ
一

L

婦

人

会

、

子

供

会

後

援

す

耐

か

ら

も

、

火

災

防

止

の

と

か

ら

こ

の

条

例

は

エ

助

か

ら

作

ず

る

i
J一燐

J
P和
、
出
で
ん
消
ヤ

f

?

一

!

J問
削

日

1
て
も
頭
…
一
一
い
盤
開
会
、
青
年
間
、
腕
前
篠
等
一
も
、

Z
に

改

修

し

て

は

し

い

と

州

防

止

し

て

ム

ιの
rk抽
選
に
引
γ
一
要
な
設
備
を
持
た
な
け
れ
ば

四

O
Q
o
o
d性
心

計

れ

れ

γ
品
の
mw

各
同
体
が
一
丸
と
止

f述
円

永

い

開

念

附

し

て

吋

の

が

目

的

工

第

一

条

)

町

長

の

権

限

了

;

〉

町

長

、

建

築

物

、

話

金
一

o
o
q
o
o
o
L
は

E係
機

関

の

協

力

問

て

、

段

林

嬬

年

下

崎

市

民

間

州

市

一

下

一

山

川

町

併

金

訪

日

金

六

0
0、
0
0
0巴
省
土
地
改
良
関
係
十
一
;
予
算
謝
料
ぃ
一
一
知
伊
良
化
防
止
と
m

適
正

L
地
仏
吉
方
々
よ
り
は
、
拡
張
用
約

i
i
l
i
l
i
-
-
i
i
i一
閣

当

補

孫

、

青

少

年

に

対

L
地
弱
含
受
け
た
り
大
切
な
畑
を
諮

t

り

そ

一

臨

時

る

告

の

か

集

JV}

は
一
り
ゆ
た
り
し
て
、
実
施
計
画
が
で
き

れ

駅

齢

制

限

切

同

日

時

中

仁

科

日

明

日

山

性

精

神

間

起

訴

時

計

月

運
営
上
の
種
々
な
陣
営
向
。
え
先
づ
笈
一
同
一
で
す
o
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
い
て
も
物
九
ヶ
月
、
去
る
ず
二
月
末
第
一

前
に
出
来
得
れ
ば
除
い
て
か
わ
り
発
見
し
一
の
主
旨
を
お
く
み
と
り
下
さ
い

tc
品
が
完
了
し
ま
し
た
Q

i

な
け
れ
ば
私
り
ま
せ
ん

O

L

宜
敷
御
協
力
の
粧
を
切
に
お
願
ひ
い
せ
率
一
月
よ
り
三
月
末
日
ま
で

昨

年

中

ひ

と

通

り

行

い

ま

し

た

説

明

白

一

昨

見

込

で

}it
栄
町
よ
り
共
同
墓
地

懇
談
合
現
れ
ま
し
た
崎
勇
の
官
一
し
ま
す

o

F

て
、
マ
パ
タ
に
向
う
区
間
の

希

望

等

を

基

に

し

ま

し

て

種

々

検

討

し

守

間

工

事

十

一

着

手

し

ま

し

た

。

よ
り
良
い
、
模
範
的
な
国
民
健
康
保
険

J
賂
の
巾
は
、
向
、
五
米
で
両
加

を
打
ち
出
す
べ
く
既
1
健

施

し

て

い

る

敢

合

設

け

、

敷

砂

利

で

略

面

川

コ
型
に

L
た
の
で
、
水
は
会
は

雨
で
ヌ
カ
ル
よ
う
な
こ
と
も
な

動
車
の
交
換
も
で
き
る
よ
う
に

火
急
の
場
合
の
消
防
車
の
出
入

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
o

共
に
、
地
一
万
の
万
々
の
喜
び
は

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
道
路
を
利
用
し

に
よ
る
変
通
は
、
日
毎
に
激

一
方
で
、
ま
こ
と
に
め
ざ
ま

り
で
す
o

q野

斡:

線

住
み
よ
れ
い

闘
で
あ
っ
た
大
賞
地
一

区
の
区
翻
川
松
川
町
引
業
一

助入

補

の
建
設
位

協

力

し

ま

し

ょ

う

の
除
法
使
用
体
、
禁
止
な
ど
を
命
ず
る
」
〈
芳
十
五
条
)
こ
れ
ち
が
お
も
な
内
容
一

こ

と

が

で

を

一

る

。

ー

一

で

あ

り

ま

す

o

一

一
(
第
九
条
〉
ま
た
防
止
C
O
い
て
は
旦
倫
既
設
の
工
場
に
つ
い
て
は
、
附
則
で
一

一
長
の
諸
問
に
応
じ
調
査
、
捧
読
す
る
た
↓
こ
の
条
例
施
行
の
日
か
ら
六
十
日
以
内
…

一
め
公
害
防
止
饗
談
会
ハ
町
議
七
人
、
主
に
町
長
に
厨
出
設
を
提
出
し
な
け
れ
ば
一

一
識
経
験
者
三
人
)
が
設
叫
隠
さ
れ
ま
し
た
↓
な
ら
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
公
害
防
一

一
(
第
十
一
条
凶
事
業
主
が
必
遜
な
設
車
止
審
議
委
員
町
議
会
議
員
よ
り
平
山
智
一

一
合
作
ら
な
か
っ
た
り
、
公
衆
の
密
集
す
一
得
、
飯
島
i
之
介
、
久
保
木
清
、
僧
間
一

「
る
場
所
に
、
こ
の
よ
う
な
主
場
を
設
問
一
幸
太
郎
、
大
震
熊
雄
、
才
限
久
露
、
小
一

(
し
た
と
き
は
、
条
例
に
よ
り
罰
則
さ
れ
一
野
瀬
勝
雄
七
名
学
識
経
験
従
よ
り
雨
沢
一

一
る
こ
と
に
な
が
て
お
り
ま
す
0

4

一
栄
、
高
崎
昇
一
郎
、
坂
本
彦
市
三
名

も
も
区
間
引

1
1
1
1
1日
計
討

i
i日
i
i
i

第
一
回
大
洗
町
、
赤
ち
一
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

一
早
期
諜
施
を
関
ざ
し

一
川
相
伺
劃
叫
す
i

農

業

委

員

選
挙
人
ー
名
簿

ヘ
一
月
こ
十
日
よ
り
J

i
十
五
日
間
覧
開
い

大
洗
町
選
挙
管
現
委
員
会
で
は
毎

年
十
ご
月
一
日
現
症
で
調
製
す
る

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
名
簿
を
た

Y

い
ま
作
製
中
で
す
が
、
登
載
さ

れ
る
も
の
は
年
令
一
一
十
年
以
k
の

も
の
で
、
一
一
段
歩
以
上
め
農
地
に

つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
お
よ

び
そ
の
者
の
同
居
の
親
族
ま
た
は

斑
偶
者
ハ
但
し
耕
作
に
従
事
す
る

臼
数
が
一
年
に
六
十
日
以
上
に
達

し
な
い
と
幾
栄
養
員
会
が
認
め
た

者
を
除
く
〉
と
な
っ
て
い
る
o

な
お
こ
の
名
簿
は
選
挙
人
の
府
議

に
よ
り
て
大
洗
町
選
挙
管
理
委
員

会
が
つ
く
る
も
の
で
一
月
二
十
日

か
ら
十
五
日
間
縦
覧
に
供
せ
ら
れ

一
一
一
月
五
日
に
仮
定
す
る
o

市

4vq出
向
ふ

}
場
桜
ム
ゼ
赤
ち
ゃ
ん
コ
レ
タ
!
ル
の
上
し
で
、
保
健
衛
生
事
業
の
万
全
を
期

良
児
表
彰
式
が
挙
行
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
し
て
鹿
り
ま
す
o

こ
れ
は
向
と
し
て
は
、
は
じ
め
て
の
試
一
こ
の
予
算
で
定
期
的
に
阿
が
行
う
乳
幼
↑

み
で
あ
り
ま
し
た
が
、
二
困
、
一
一
一
間
と
一
児
検
診
は
全
員
無
料
で
行
い
ブ
同
時
に
一

同
を
章
一
ね
る
た
び
に
、
廿
Mf
・4

充
史
し
た
よ
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
に
あ
て
て
一

も
の
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い

i
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
の
で
、
次
回
ホ
一

?

。

一

ち

ゃ

ん

コ

y
p
l
ル
(
昭
和
三
三
年
八
一

赤
ち
ゃ
ん
は
、
全
て
健
康
な
優
良
児
で
一
月
末
予
定
〉
に
は
、
一
人
残
ら
ず
参
加
一

あ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
G

家
族
計
一
閥
、
一
す
る
よ
う
お
待
ち
し
ま
す
。
や
一

受
胎
調
節
な
ど
と
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
一
な
お
、
こ
の
た
び
の
乳
幼
児
検
診
の
券

そ
の
究
や
憶
は
赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
万
に
一
加
者
は
、
一
戸
一
入

O
名
で
し
た
が
、
乳
児

つい

ιー
も
う
一
度
真
剣
に
考
へ
直
し
一
笑
数
に
対
し
て
、
百
名
の
不
参
加
者
が

て
見
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
で
し
ょ
一
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

う

か

。

}

一

ま

た

一

位

の

箪

野

克

己

君

、

長

谷

川

和

町
と
し
て
は
、
般
産
婦
や
母
や
そ
し
て
一
代
さ
ん
は
お
一
一
人
共
人
工
栄
設
で
お
宵

の
に
、
母
一
て
の
自
で
あ
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
は
現
在
全
国
宝
る
処
の
市
町
村
で
実
施
し
て
居
り
、
県
下
で

も
明
隔
年
度
の
全
国
一
斉
施
行
予
定
を
前
に
既
に
七
割
か
ら
の
実
施
町
村
を

数
へ
て
居
り
、
事
実
上
新
年
度
か
ら
は
全
県
下
の
未
資
施
市
町
村
が
な
く
な

る
こ
と
が
予
想
池
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

木
町
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
そ
の
趣
旨
一
が
、
な
っ
と
く
し
て
全
両
的
に
賛
成
し
一
市
町
村
の
長
所
、
短
所
を
充
分
に
取
捨

制
度
に
全
帽
の
賛
認
を
惜
し
ま
ず
早
急
一
て
こ
そ
、
そ
の
制
度
が
訓
思
想
的
に
運
銭
一
選
択
し
ま
し
て
、
鼠
取
初
よ
り
効
果
を
上

実
施
を
念
願
い
た
し
て
昨
年
よ
り
鋭
意
一
さ
れ
、
そ
の
組
旨
が
充
分
に
生
か
さ
れ
一
げ
る
べ
く
鋭
意
準
備
小
で
あ
り
ま
す
。

施
行
準
備
を
進
め
て
廃
り
ま
す
o

し
か
一
て
く
る
の
で
あ
り
ま
す
o

一
来
た
る
隠
者
と
と
も
に
町
民
の
皆
さ
ん

し
ど
の
よ
う
な
良
い
趣
旨
で
も
叉
ど
の
一
県
下
で
既
に
実
施
し
て
居
る
保
険
者
の
一
の
健
康
と
福
祉
の
た
め
木
事
業
の
発
足

よ
う
に
理
想
的
な
制
度
で
あ
っ
て
も
、
一
全
部
が
必
ず
し
も
成
功
領
に
運
営
さ
れ
一
に
一
周
の
御
内
援
と
御
協
力
を
お
願
ひ

そ
の
笑
施
に
当
っ
て
町
民
一
人
残
ら
ず
一
て
居
る
と
は
云
へ
ま
せ
ん
。
い
た
し
ま
す
o
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れ
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納

税

広

関

す

る

韻

文

轟

集

裏

一

項

'

午

前

十

時

四

十

五

議

案

町

有

地

と

私

有

地

と

p
i
-
-
4
1々
1

1

の
焚
換
に
つ
1LM

外
寸
件
左
上
程
玲
八
十
-
号
議
案
よ
り
逐
次
守
一
、
趣
私

2
国
間

v

、

i

F

J

，

〈

ふ

1以必

玖
雰
審
審
一
議
し
、
岨
滋
拭
段
の
議
索
は
会
部
商
原
胤
一
案
案
通
り
可
決
さ
れ
午
后
五
1

持
持
一
令
悶
地
十
方
刀
叫
財
問
政
の
健
全
化
を
は
か
る
た
め
に
ほ
、
伎
民
の
納
税
に
対
す
る
穏
解
と
…

一三一ニ一L
ヂ
十
分
関
会
し
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
次
の
‘
kと
お
り
で
守
関
係
機
関
の
協
カ
が
必
袈
で
あ
る
。
そ
こ
で
納
税
に
号
関
関
す
る
輪
文
む
を
を
事
事1
ひ
ろ
く
…

あ
り
ま
す
O矢
a

一1

i

i

募
集
し
1

作
品
を
通
じ
て
納
税
窓
識
の
昂
岨
拐
を
図
る
か
の
で
あ
る
べ
一

一一、応募規定
J

，

多

一

山
、
応
募
資
格
水
戸
支
茂
管
内
に
在
住
す
る
も

dw

一

ω、
内
容
納
税
の
重
裂
性
を
強
調
し
納
税
意
識
の
昂
揚
を
関
る
目
的
}

の

も

の

で

内

容

は

自

由

と

す

る

一

樹
、
提
出
締
切
一
一
月
十
五
日
ま
で
に
水
戸
支
庁
内
税
務
協
会
支
部
叉
は
居
一

¥

住

市

町

村

役

場

に

提

出

す

る

こ

と

一

則
、
応
募
用
紙
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
十
枚
以
内
(
閥
、

0
0
0字
〉

一

服
、
審
査
=
月
下
句
協
会
本
支
部
に
お
い
V

て
委
嘱
し
た
審
査
員
に
よ
一

り

稼

査

を

行

う

一

ィ
、
優
秀
な
る
斡
剛
一
芳
に
品
川

uhむ
い

2
4
E
f
-
-
i
j
」

こ
れ
を
表
彰
す

芳
一
位
一
名
ャ
芳
一
一
位
ご
名
芳
三
位
五
名

口
、
応
募
さ
れ
た
論
文
に
つ
い
て
は
選
外
に
な
っ
た
も
の

に
つ
い
て
も
記
念
品
を
贈
る

審
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村
に
通
知
ナ
る
と
と

も
に
公
表
す
る

i

l

ィ
、
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い

ロ
、
用
紙
は
原
稿
用
紙
を
使
用
す
る
こ
と
一

水

戸

支

庁

内
茨
城
県
地
方
税
務
協
会
水
戸
支
部

瀧
山
揮
護
岸
、

最
式
新
工
法
て

¥主p

第

二

期

工

事

藷

ヱ

一

大

震

部

落

で

-
a
s
-
-
品

)
1
1
1
・

一

ド

ー

|

一

貯

水

池

が

ま

せ

ん

で

し

た

。

刻

工
期
国
内

L
、

コ

コ

ヴ

日

一

は

無

じ

ん

欝

貯

水

泌

な

の

で

す

が

〆

一
ー
〕
頑

E
J
ノ
f
ト

L
fに

7
ん
日
μ

一

ぞ
れ
高
潮
干
消
防
団
員
f
勝
目
一
心
?
と
い
を
商
い
し
て

V
U十
一
引
し
わ
し
れ
り
結
果
、

L
ヨ
話
見
開
花
年
度
過
加
予
算
等
を
可
決

衛

隊

急

き

ょ

来

援

!

一

る

こ

と

も

で

き

ま

せ

ん

o
特
に
昨
年
と
六
O
O米
の
中
五
七
O
米
〈
工
費
一
一
回
掃
語
一
で
い
今
ま
で
灼

J

J

一

糊

鶴

間

的

箱

崎

時

計

ぷ

信

一

ほ

九

日

誌

γ噌
様
ま
だ
記
憶
に
新
一
六
海
ー
が
災
害
復
旧
事
業
と
し
て
認
三
訂
以
れ
付
与
ト
ト
間
関
交
換
に
つ
い
て
一
大
対
局
長
制
止
条
例
に
つ
い
て

次
い
で
来
襲
す
る
台
風
季
に
な
る
と
身
ご
辛
い
地
元
の
人
逮
を
ま
じ
め
、
占
旦
め
ら
れ
本
年
度
分
工

T
し
て
延
長
ご
安
一
一
一
、
が
出
来
ま
せ
ん
で
川
一
奪
三
号
議
案
一
大
洗
町
漁
業
協
同
組
合
事
務
所
建
築
の

議

襲

i
t
s
A
y
i
;人三
oo;費六
O
O万
円
〉
五
一
恭
一
一
一
よ
で
は
こ
の
皇
松
立
伐
採
に
つ
い
て
一
た
め
町
有
地
の
使
用
承
認
に
つ
い
て

鱒

鱗

織

機

綴

務

総

て

は

勝

問

自

衛

隊

の

す

ま

で

に

完

成

す

Q

こ

と

に

よ

笠

間

汗

漏

れ

古

2
F壁土
地

質

乍

量

富

?
d
l
j

鱗

鰍

機

織

鱗

燐

線

機

鱗

三

け

ん

な

協

力

に

一

し

た

。

て

L

4
へ
ず
い
た
の
で
あ
り
干
に
い
大
洗
町
職
浜
町
宇
関
口
出
に
つ
い
で

織

機

欝

機

騒

犠

離

他

地

掛

け

』

諮

問

一

一

一

…

一

一

一

五

紙

一

一

一

む

紅

白

普

担

当

時

桂

子

山

中

出

掛

に

つ

い

て

機

麟

鱗

鱗

鱗

鱗

鱗

鶴

見

町

で

は

数

年

前

か

ら

今

一

道

工

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

o

)

部

一

一

持

主

主

ぁ

T
i

」
昭
和
一
一
一
十
二
年
度
大
洗
町
才
入
才
出
羽

織

機

購

盤

機

機

騒

都

知

5
4の重
工

事

は

、

木

県

で

は

始

之

巳

い

と

の

よ

車

上

下

職

員

の

給

与

に

関

す

る

互

加

更

正

予

算

の

E
T予算
額
什

織

機

織

機

盤

機

織

線

機

鱗

輪

一

の

特

殊

ヱ

法

で

縮

行

さ

れ

、

数

ケ

L

F一
た

の

で

、

議

に

ど

一

審

改

正

す

る

条

例

」

次

の

ど

お

り

で

あ

り

ま

す

織

機

騒

鱗

機

嫌

鱗

織

機

関

職

や

国

に

対

し

陳

情

を

重

一

億

船

曳

上

所

が

で

き

る

よ

号

に

な

り

ど

し

で

っ

て

腐

る

折

か

主

義

日

一

号

事

議

案

」

議

会

費

九

四

、

o一O回

鱗

錨

離

競

鱗

鱗

犠

出

耕

一

日

一

Fこ
の

ヱ

事

の

早

期

完

成

を

期

し

甘

開

立

川

町

長

ι臨時
炉

開

設

立

町

会

巾

施

究

明

日

出

鱗

機

騒

騒

鍛

機

織

機

鱗

離

で

あ

る

こ

と

を

痛

感

し

一

活

溌

な

運

動

を

続

け

る

計

樹

で

あ

り

斗

動

車

ポ

ン

グ

コ

一

台

を

川

替

で

つ

け

込

条

鰍

一

保

険

衛

生

費

四

、

0
0
0問

機
的
醸
鱗
醸
鰐
開
盟
掠
明
説
山
抗
町
4

…
吋
一
怯
問

m欄
瑞
晶
時
手
官
ぴ
止
伊
吋
持
邸
旦

一
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一

4

i

一
宮
の
国
際
収
支
の
悪
化
に
伴
い
、
副
引
副
別
部
吋
一
社
刊
一
け
い
い
き
な
い
も
の
と
有
一
去
る
十
三
月
三
十
七
日
正
町
商
工
A

一

大
洗
町
都
市
計
画
の
先
堅
一
れ
カ
対
策
と
し
て
消
費
節
約
貯
蓄
主
子
供
銀
行
の
育
成
助
長
、
貯
蓄
ど
え
る
こ
と
は
極
め
て
ま
づ
い
こ
と
で
九
一
主
催
の
も
と
に
今
後
の
商
工
会
の
あ
一

』

ク

E

一
の
運
動
に
よ
り
改
善
し
て
す
べ
き
吋
十
収
集
喜
毒
事
例
の
紹
介

d
L心
持
番
で
は
多
か
れ
少
か
れ
貯
五
万
に
つ
い
て
と
題
し
で
、
水
戸
商
工
一

排
水
側
溝
着
々
整
備
一
説
明
日
出
席
臨
時
課
長
吉
訂
正
色
ら
)
問
問
盟
一
一

手
明
年
度
程
明
ぽ
賦
幹
線
排
水
踏
も
一
で
京
に5訂話針叡詰詰れ白詰詰ぱ巾辻川投ほ嗣劃附劇劉劃一鮪鱒睦賦控時欝襲嘩苧苧桝で福轟襲醍晶酪や?感中?川4一
刊

u詰M品刊主跡功……問出出机加鼎中部
r

叫拾詰晴持汗い泊叩時噌話詳官説説制鮮恥は計石五引ιι
ιお
恥

れ

竹

村

耳

目

立

誤

信

一

時

抑

制

即

時

蓄

推

進

委

員

会

長

官

は

よ

い

こ

と

で

叩

刊

明

州

刊

か

実

出

以

内

一

駐

日

i

殊
に
水
産
加
工
業
で
は
県
下
一
を
誇
つ
一
路
の
側
溝
延
長
九
六
米
、
犬
塁
腕
前
一
地
一
発
足
し
た
o

こ
の
委
員
会
の
霊
式
仁
で
も
よ
く
わ
か
っ
て
お
り
、
貯
蓄
と
言
貯
蓄
推
進
委
員
会
の
事
業
目
的
達
成
一
ス
)
正
確
な
計
理
む
だ
の
」

て
い
る
当
室
町
で
は
と
り
わ
け
そ
の
一
塁
一
一
一
一
一
米
、
全
寺
釜
地
内
全
八
五
一
貯
蓄
思
想
定
徹
底
、
家
計
簿
圭
う
一
一
量
は
今
存
会
議
長
?
に
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
三
い
宣
伝
等
で
あ
る
よ

時

間

訪

れ

許

す

限

り

す

ン

一

諮

問

日

誌

弘

司

勺

時

一

路

制

下

吋

路

日

制

訪

問

糊

忘

れ

詑

眠

時

は

の

お

引

ロ

区

民

許

は

日

野

馳

一

.

ペ

一

州

知

目

的

内

畳

ク
リ
l
ト
b

側
溝
の
完
備
を
め
ざ
し
利
一

0
0円
で
『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
』
側
溝
の

1
1
1
1
J
|
1
1
1
1
1
1一
サ

)

策

は

や

は

り

時

代

感

覚

一

コ

カ

ド

he矛
え
ご

E
T
i
J
!
l

一

に

新

た

な

帯

同

年

部

の

活

用
度
の
高
い
地
域
か
ら
遂
次
そ
の
設
置
一
完
成
を
見
、
尚
現
在
オ
セ

y
町
奴
上
、

{

b

一

一

で

の

識

し

ゃ

連

絡

は

無

線

電

話

に

よ

る

一

ま

動

に

よ

ら

な

け

れ

ば

な

主

苦

笑

施

し

て

盛

り

ま

し

た

が

、

道

一

大

賞

町

ト

弱

地

内

の

新

設

側

溝

を

施

工

一

ほ

m
あ

り

ま

せ

ん

。

一

ハ

i

ら
な
い
と
力
説
し
終
つ

路
の
巾

H2ま
い

処

ゃ

、

道

路

も

含

め

一

中

で

近

日

完

成

の

予

定

で

す

。

レ

モ

レ

」

一

昭

和

一

一

一

十

一

年

度

に

磁

浜

漁

業

組

合

で

一

ハ

麗

て

質

疑

応

答

に

入

る

や

て

附

近

一

帯

の

地

盤

が

低

い

た

め

、

水

一

更

に

港

湾

内

和

錦

地

内

そ

の

他

排

水

潜

一

は

五

段

漁

村

建

設

事

業

の

一

つ

と

し

一

ハ

接

出

席

者

の

熱

心

な

質

問

の

流

れ

る

傾

斜

が

と

れ

な

い

処

等

が

各

一

設

燈

の

誌

を

準

備

中

で

す

。

こ

れ

ら

今

年

は

、

毎

日

L
ミ
超
短
波
無
線
陸
上
局
撃
事
業
一
ハ
の
絶
え
ず
、
午
後
十
一
時

所

に

あ

っ

て

、

懸

案

と

な

っ

て

い

ま

す

一

の

施

設

は

道

路

改

良

と

隠

じ

く

、

地

元

わ

し

の

大

漁

で

忠

一

汁

酔

'

立

て

、

霞

の

承

認

を

得

て

昨

本

一

ハ

底

を

過

ぎ

未

だ

質

疑

絶

え

ま

た

最

近

完

全

な

排

水

施

設

の

な

い

所

一

関

係

者

の

積

極

的

な

御

協

カ

が

な

け

れ

に

よ

ろ

こ

ば

し

L
こ

m
F
Z完
成
し
ま
し
た
o
現
在
日
一
(
商
ぬ
中
に
、
こ
の
有
意
な

に

加

工

場

が

建

て

ら

れ

、

こ

』

か

ら

流

一

ば

施

行

が

で

き

な

い

場

合

が

多

く

、

こ

こ

と

で

す

o

」
わ
山
の
最
盛
期
に
当
り
、
沖
で
漁
を
し
一
講
演
会
を
盛
大
裡
に

れ

出

る

汚

水

が

、

隣

の

田

畑

や

道

路

に

一

れ

ま

で

に

完

成

し

た

工

事

に

当

っ

て

、

沖

で

い

わ

し

の

漁

一

て

い

る

沢

山

の

漁

船

と

の

話

し

ゃ

連

絡

一

了

し

た

o
今
後
は
数
多
く
の
講
演
会

は
ん
ら
ん
し
て
、
惑
臭
を
放
っ
て
い
る
一
関
係
者
の
皆
さ
ん
か
ら
戴
い
た
全
一
郎
的
。
を
す
る
、
あ
ぐ
り
で
、
昼
夜
を
分
た
ず
大
混
践
を
し
て
い
一
談
会
を
開
催
し
て
一
段
と
商
工
会
の

と

こ

ろ

も

号

、

観

光

的

に

も

俗

生

息

な

御

協

力

に

対

し

て

、

哀

心

よ

り

感

謝

船

長

上

の

漁

業

一

5

9

.

展
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

に

も

極

め

て

憂

慮

に

塔

へ

ま

せ

ん

。

一

申

し

上

げ

ま

す

。

組

合

事

務

所

と

が

一

j

昭

和

三

十

一

一

平

度

よ

り

、

都

市

計

函

と

-

健

康

で

回

る

く

、

住

み

よ

い

町

と

す

る

叉

神

の

般

と

船

L
撃

相

倹

っ

て

、

皆

さ

ん

の

網

協

力

&

得

て

一

た

め

、

今

後

尚
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、

御

交

で

、
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援
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を
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…
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与
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。
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茨
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回
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を
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あ
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近
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は
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あ
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の
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す
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あ
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。
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